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埼
玉
県
議
会
６
月
定
例
会
は
７
月

３
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
を

中
心
と
す
る
約
１
６
０
０
億
円
の
補

正
予
算
案
を
全
会
一
致
で
可
決
し
閉

会
し
ま
し
た
。

議
会
で
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
や

病
院
・
医
療
従
事
者
へ
の
支
援
、
雇

用
や
営
業
支
援
な
ど
、
県
民
の
命
と

く
ら
し
を
守
る
県
政
を
め
ぐ
っ
て
議

論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
で
は
、
埼
玉
県
の
郡
市

医
師
会
に
委
託
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

来
年
３
月
ま
で
延
長
し
、
ま
た
診
療

時
間
の
延
長
も
行
わ
れ
ま
す
。
ま
た

コ
ロ
ナ
病
床
の
空
床
補
償
が
、
１
床

１
万
６
１
９
０
円
か
ら
５
万
２
０
０

０
円
に
拡
大
さ
れ
ま
す
。
一
方
で
、

中
小
企
業
や
個
人
事
業
主
へ
の
支
援

と
し
て
、
国
の
制
度
に
上
乗
せ
し
て

家
賃
補
助
を
行
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
県
議
団
は
６
月
22
日

に
、
守
屋
裕
子
議
員
が
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。
守
屋
県
議
は
、
Ｐ
Ｃ

Ｒ
検
査
の
拡
大
や
第
２
波
に
備
え
た

医
療
体
制
の
整
備
、
保
健
所
の
強
化

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
ま
た
中

小
企
業
・
個
人
事
業
主
の
支
援
な
ど

に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。
保
健

所
体
制
の
強
化
に
つ
い
て
大
野
知
事

は
「
臨
時
の
応
援
や
業
務
を
別
に
移

す
こ
と
よ
っ
て
対
応
し
て
き
た
が
、

保
健
所
体
制
に
つ
い
て
、
今
後
し
っ

か
り
検
証
し
、
検
討
す
る
」
と
答
弁

す
る
な
ど
前
向
き
な
姿
勢
を
示
し
ま

し
た
。

重
症
者
は
確
実
に
入
院
治

療
に
つ
な
げ
る

大
野
元
裕
埼
玉
県
知
事
は
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
拡
大
の
第
２
波
が
懸
念

さ
れ
る
中
、
７
月
22
日
の
定
例
記
者

会
見
で
、
県
民
の
関
心
が
高
い
医
療

・
検
査
体
制
や
宿
泊
施
設
の
拡
充
に

つ
い
て
問
わ
れ
、
次
の
よ
う
に
答
え

て
い
ま
す
。

知
事
は
感
染
の
現
状
に
つ
い
て
問

わ
れ
「
第
１
波
・
２
波
の
定
義
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
ワ
ク
チ
ン
が

開
発
さ
れ
る
ま
で
は
（
感
染
拡
大

の
）
山
が
あ
っ
た
り
谷
が
あ
っ
た
り

と
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
で
政
治

と
し
て
し
っ
か
り
対
応
す
る
こ
と
が

大
切
」
と
答
え
ま
し
た
。

ま
た
県
の
医
療
・
検
査
体
制
に
つ

い
て
「
万
全
か
」
と
問
わ
れ
「
人
口

１
人
当
た
り
の
医
師
数
や
ベ
ッ
ド
数

が
極
め
て
低
い
こ
と
」
は
認
識
し
て

い
る
と
し
、
今
後
コ
ロ
ナ
感
染
が
上

回
っ
て
も
医
療
提
供
体
制
に
負
担
を

か
け
ず
、
感
染
症
患
者
ば
か
り
で
な

く
そ
れ
以
外
の
方
に
も
必
要
な
医
療

を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
述

べ
、
重
症
の
コ
ロ
ナ
患
者
は
確
実
に

入
院
治
療
に
つ
な
げ
る
と
答
え
て
い

ま
す
。
７
月
20
日
現
在
の
重
症
者
用

ベ
ッ
ド
は
90
床
、「
病
床
使
用
率
は

42
％
程
度
で
比
較
的
余
裕
が
あ
る
」

と
説
明
し
て
い
ま
す
。
ま
た
検
査
体

制
に
つ
い
て
、
１
日
最
大
１
２
０
０

件
に
達
し
て
お
り
、
今
後
も
拡
充
・

拡
大
さ
せ
て
い
き
た
い
と
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。

宿
泊
施
設
に
つ
い
て
は
、
東
横
イ

ン
浦
和
美
園
駅
東
口
の
１
７
１
室
に

加
え
７
月
17
日
か
ら
は
入
間
第
一
ホ

テ
ル
の
99
室
、
22
日
か
ら
は
東
横
イ

ン
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
三
郷
中
央

駅
１
５
３
室
を
確
保
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
宿
泊
療
養
者
数
は
85
人
で
比

較
的
余
裕
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
院
内
感
染
を
防
ぐ
た
め
「
Ｃ

Ｏ
Ｖ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（
コ
ブ
マ
ッ
ト
）」
や

疑
い
患
者
の
搬
送
シ
ス
テ
ム
を
つ
く

る
と
約
束
し
ま
し
た
。

７
月
17
日
、
県
民
要
求
実
現

大
運
動
実
行
委
員
会
（
伊
藤
稔

代
表
・
埼
労
連
議
長
）
が
、
６

月
県
議
会
レ
ク
チ
ャ
ー
を
行
い

ま
し
た
。

日
本
共
産
党
の
守
屋
裕
子
県

議
の
議
会
報
告
の
あ
と
、
各
団

体
か
ら
活
動
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
各
団
体
と
も
コ
ロ
ナ
感
染

の
拡
大
が
組
合
員
や
会
員
の
生

比
較
で
き
る
書
類
を
揃
え
る
な

ど
煩
雑
で
、
今
困
っ
て
い
る
人

た
ち
を
支
援
す
る
制
度
に
し
て

ほ
し
い
と
訴
え
ま
し
た
。
埼
教

組
の
代
表
は
教
員
の
過
重
負
担

を
指
摘
、
国
や
自
治
体
の
対
策

強
化
を
求
め
ま
し
た
。
さ
ら
に

新
婦
人
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡

充
や
子
ど
も
の
ス
ト
レ
ス
解
消

を
求
め
ま
し
た
。

活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い

る
こ
と
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
埼

玉
民
医
連
は
「
医
療
労
働
者
へ

の
慰
労
金
支
給
は
助
か
る
が
、

い
つ
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
」

と
不
満
。
さ
ら
に
病
院
経
営
が

逼
迫
し
て
い
る
様
子
を
リ
ア
ル

に
報
告
し
ま
し
た
。
ま
た
埼
商

連
や
埼
玉
土
建
は
持
続
化
給
付

金
の
申
請
が
、
前
年
度
収
入
と

コロナの影響ひろがる

６月議会レクチャー

埼
玉
県
議
会　

コ
ロ
ナ
対
策
な　ど
第
２
次
補
正
予
算
成
立

医
療
・
検
査
体
制
・
感
染
者
宿
泊

医
療
・
検
査
体
制
・
感
染
者
宿
泊  
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７
月
の
九
州
豪
雨
は
線
上
降
水
帯

の
長
時
間
停
滞
に
よ
り
河
川
が
氾
濫

し
、
多
大
な
犠
牲
者
を
出
し
ま
し

た
。
心
か
ら
お
悔
や
み
を
申
し
上

げ
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
衷
心
よ
り

昨
年
10
月
の
台
風
19
号
は
、
埼
玉
県
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
今
年
も
心
配
さ
れ
る
大
災
害
。
そ
の
上
コ
ロ
ナ
感
染
が
重
な
る
﹁
複
合

災
害
﹂
が
県
民
に
不
安
を
広
げ
て
い
ま
す
。
県
東
部
の
加
須
市
で
は
、
日
本

共
産
党
市
議
団
と
市
民
に
よ
る
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
県

政
の
重
要
課
題
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
、
台
風
19
号
に
よ
っ
て
利
根

川
と
渡
良
瀬
川
の
水
位
が
急
上
昇

し
、
深
夜
に
「
レ
ベ
ル
５
」
が
発
令

さ
れ
、
３
万
人
の
広
域
避
難
と
な
っ

た
加
須
市
民
の
一
人
と
し
て
、
九
州

豪
雨
は
決
し
て
他
人
事
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

台
風
19
号
被
害
の
教
訓
と

コ
ロ
ナ
感
染
の
課
題

秋
の
台
風
時
期
が
近
づ
き
、
利
根

川
な
ど
の
越
水
被
害
に
備
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
台
風
19
号
の
教
訓
か

ら
市
は
、
防
災
情
報
を
伝
え
る
手
段

と
し
て
、
各
世
帯
に
防
災
ラ
ジ
オ
の

無
償
貸
与
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
申
請
は
市
全
体
で
３
割
弱
の
水

準
。
住
民
の
い
の
ち
を
守
る
た
め
引

き
続
き
市
民
に
対
す
る
周
知
が
必
要

で
す
。

ま
た
昨
年
、
深
夜
の
避
難
指
示
で

混
乱
し
た
こ
と
か
ら
、
市
は
明
る
い

時
間
帯
の
避
難
を
大
前
提
に
、
３
日

前
か
ら
「
避
難
準
備
」
の
発
令
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

問
題
は
避
難
場
所
の
確
保
で
す
。

昨
年
は
広
域
避
難
３
万
人
に
対
し
、

市
が
確
保
し
た
避
難
場
所
は
半
分
の

１
万
５
千
人
分
で
し
た
。
私
は
、
少

な
く
と
も
市
が
３
万
人
分
の
避
難
所

を
確
保
す
る
よ
う
提
案
。
当
初
、
当

局
は
難
色
を
示
し
て
い
ま
し
た
が
、

公
共
施
設
の
再
検
討
と
民
間
施
設
の

協
力
を
得
て
、
約
３
万
人
分
の
水
害

避
難
所
60
か
所
を
確
保
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
が

避
難
計
画
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

１
.
毎
年
行
っ
て
い
る
防
災
講
演
会

（
利
根
川
右
岸
・
左
岸
の
２
か
所
で

実
施
）
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。

２
.
市
の
検
証
を
基
に
、
避
難
場
所

と
避
難
ル
ー
ト
を
変
更
し
た
が
、
自

主
防
災
組
織
に
対
す
る
説
明
会
が
コ

ロ
ナ
禍
で
実
施
で
き
な
い

︱
文
書

に
よ
る
周
知
が
主
と
な
る
。

３
.
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
、
避

難
所
の
「
３
密
」
対
策
が
示
さ
れ
、

新
た
な
対
策
が
必
要
と
な
る
。

加
須
市
に
お
け
る
具
体
的

な
問
題
点

①
避
難
所
の
収
容
人
員
約
２
７
２

６
０
人
分
を
確
保
し
た
が
、
感
染
防

止
の
「
３
密
」
対
策
の
た
め
、
実
際

に
収
容
で
き
る
人
は
、
当
初
見
込
み

の
４
分
の
１
に
減
少
し
、
約
６
２
０

０
人
と
な
る
見
込
み
。
避
難
所
に
収

容
で
き
な
い
約
２
万
１
千
人
の
住
民

を
ど
う
す
る
か

︱
こ
れ
が
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。

②
台
風
19
号
の
際
、
県
外
自
治
体

に
協
定
に
基
づ
い
て
広
域
避
難
し

た
。
し
か
し
県
外
自
治
体
が
避
難
所

の
感
染
対
策
の
関
係
か
ら
、
加
須
市

民
の
避
難
受
け
入
れ
が
困
難
に
な
っ

て
い
る
。
こ
の
た
め
、
加
須
市
内
の

広
域
避
難
に
よ
っ
て
、
避
難
対
象
３

万
人
の
避
難
場
所
確
保
が
、
新
た
に

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

③
水
害
避
難
所
60
か
所
に
、
コ
ロ

ナ
感
染
防
止
の
消
毒
液
な
ど
保
健
衛

生
用
品
の
備
蓄
が
新
た
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
今
年
度
、
補
正
予
算
で

衛
生
用
品
の
備
蓄
を
始
め
た
が
、
ま

だ
不
十
分
で
あ
る
。

求
め
ら
れ
る
﹁
誰
ひ
と
り
取

り
残
さ
な
い
﹂
避
難
計
画

来
る
台
風
に
備
え
る
た
め
、
避
難

所
に
お
け
る
コ
ロ
ナ
感
染
の
「
３

密
」
を
避
け
る
必
要
か
ら
、
い
ま
市

が
確
保
し
た
避
難
所
の
収
容
人
数

を
、
現
行
の
４
倍
程
度
に
増
加
さ
せ

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た

め
に
は
、
車
中
泊
を
含
め
た
対
応
を

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
水
害
な
ど
の
自
然
災
害
に

対
し
、「
誰
ひ
と
り
取
り
残
さ
な

い
」
避
難
計
画
を
具
体
的
に
作
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
水
害

時
に
一
人
で
は
避
難
で
き
な
い
高
齢

者
や
障
が
い
者
な
ど
要
援
護
者
に
対

し
、
避
難
す
る
際
の
協
力
者
を
見
つ

け
る
こ
と
で
す
。
自
主
防
災
組
織
の

方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
要
援
護

者
の
個
別
避
難
計
画
の
策
定
を
視
野

に
、
コ
ロ
ナ
対
策
と
同
時
並
行
で
水

害
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

写
真
は
記
事
と
関
係
あ
り
ま
せ
ん

加須市議会議員 小坂 徳蔵（こさか　
とくぞう）議員団長の報告

台風で利根川の氾濫台風で利根川の氾濫
広域避難で備える広域避難で備える

急
が
れ
る

コ
ロ
ナ
対
応


